理科　「動物の世界」　六中式単元指導過程
１　ＥＳＤにおける目標と考えさせたいＳＤＧｓ
[image: ][image: ]　中学校理科の生物領域では、1年生で「植物」２年生で「動物」３年生「環境」を扱う。「動物」単元では、植物との関連で生命に対する仕組みと､環境に対する影響について触れることで、持続可能な社会に生きる生物とは､どのような仕組みを持つものか、考えさせたい。人の体の仕組みについて知ることで、生物全般の生態についても知る機会とする。また、人の体の仕組みを知り、健康的な生活を送ることを目的とする。ＳＤＧｓ３「すべての人に健康と福祉を」ＳＤＧｓ17「パートナーシップで目標を達成しよう」
２　大切にしたい概念
[image: ]　　　
　　　　　　多様性・・・動物の体のしくみや働きを学ぶ中で、種の継続に多様性が必要であること　
[image: ]に気づかせたい。
　　　　　　　　　　　相互性・・・動物、植物、取り巻く環境すべてが相互作用を持って、均衡が保たれてい
ることに気づかせたい。
３　本単元のエッセンシャル・クエスチョン生きるとは？

　　　

　　　　　　　　この単元を通して、どのようにして動物が生きることができるのか、植物とのつながり、生物の進化、環境への影響などへ学びを深める機会としたい。　　　　
４　育てたいＥＳＤの力と態度
　　　思考力分科会　・・・批判的に考える力、多面的・総合的に考える力を育てる発問の工夫を行った。
　　　批判的に考える力とは、国立教育政策研究所によると、「合理的、客観的な情報や公平な判断に基づいて本質を見抜き、物事を思慮深く、建設的、協調的、代替的に思考・判断する力」（「学校における持続可能な発展のための教育《ＥＳＤ》に関する研究[最終報告書]」Ｐ．９　国立教育政策研究所　2012））としている。（また、多面的総合的に考える力を「人、もの、社会、自然などのつながり・かかわり・ひろがり（システム）を理解し、それらを多面的・総合的に考える力」（同掲）としている。そこで本校では、課題に対して様々な視点から物事を吟味して見抜く力を育む機会を、多く持つことで、思考力が育くまれると考えた。時には正解が一つではない発問を与え、生徒に揺さぶりをかけ、思考の高まりを促すように心がけている。
４　主体的学び
本単元においては、学習の動機付けを与えるエッセンシャル・クエスチョンを「生きるとは？」
と設定した。生徒の自発的な学びを誘う発問、課題を用意し、理科という教科の特異性を生かした実験や観察を多く取り入れ、学習の意欲付けも行っている。本単元では、動物の体について実際に細胞や体のしくみを見ることで、主体的な学びを促す工夫を行った。
５　対話的な学び
　「生きるとは？」という問いに対して、生物的な解釈からの解を協働で探らせる。
「生」に対す解釈は、一つではなく、多面的な見方、解釈に仕方が可能である。生徒同志の対話あるいは教師と生徒の対話の中で、生徒の内的変容を促すようにする。さらに、自己のメタ認知を言語化することで、表現力を身につけさせたい。
６　深い学び
動物のみならず、植物とのつながり、環境など他とのつながりに結び付ける。ＳＤＧｓ３や15につながる啓発活動につながるような学びにしたい。　


教科　理科　　　単元名「動物の生活と生物の変遷（２年）」　　　授業者　柴崎　裕子

[image: ][image: ]１　教科　単元　　２年　理科　「動物の生活と生物の変遷植物の世界」
２　エッセンシャル・クエスチョン生きるとは



３　単元計画　
　1章　生物と細胞	
　　　１　細胞のつくり　（3時間）　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・❶❷❸
　　　２　単細胞生物と多細胞生物の違い　（2時間）・・・・・・・・・・・・❹❺
　２章　動物のからだのつくりとはたらき	
　　　１　消化と吸収　　（6時間）　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・❶～❻
　　　２　呼吸のはたらき　（2時間）　・・・・・・・・・・・・・・・・・・❼❽
　　　３　血液のはたらき　（3時間）　・・・・・・・・・・・・・・・・・・❾～⑪
　　　４　排出のしくみ　（1時間）　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・⑫
　　　５　刺激と反応　（2時間）
　　　６　神経のはたらき　（2時間）　・・・・・・・・・・・・・・・・・・⑬⑭
　　　７　骨と筋肉のはたらき　（2時間）
３章　動物の分類	
　１　セキツイ動物　（3時間）　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・❶❷❸
２　無セキツイ動物　（4時間）　・・・・・・・・・・・・・・・・・・❹～❼
　単元のまとめ　（２時間）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・❶❷

４　ＳＤＧｓと学習活動
	授業番号
	学習内容
	主体的活動を促す手立て
	対話的活動を促す手立て
	深い学びを促す手立て
	ＥＳＤで育てる力と評価
	ＳＤＧｓ

	1－❶
	細胞のつくり
	

細胞の観察を顕微鏡で行い、細胞のはたらきを考えさせる。
	

植物と動物の細胞から違いを比較させる
	“生物”とは何か？



植物と動物の共通点と相違点から、生物とは何かを考えさせる。
	Ａ①②③
Ｂ①③⑤
Ｃ①③
Ｄ①②③⑤
Ｅ⑤
Ｆ全般
ＧＨＩ全般
	[image: ][image: ]


	1－❹
	単細胞と多細胞生物
	

単細胞生物はなぜ生きられるのか考えさせる。
	

多細胞生物の組織と器官について考えさせる。
	単細胞と多細胞ではどっちが強い？



体のつくりから進化について気づかせる。
	Ａ②
Ｂ③　Ｃ①③
Ｄ③　Ｅ⑤
Ｆ③④⑤
Ｇ③　Ｈ②
Ｉ①③④
	[image: ][image: ]


	2－❷
	消化と吸収
	

草食動物と肉食動物の消化系長さが違うことに気づかせる。
	草食動物と肉食動物の体の違い
？



なぜ牛の胃は4つあるのか考えさせる。
	

消化系から目の付き方骨の付き方の違いに気づかせる。
	Ａ③
Ｂ①②③
Ｃ①
Ｄ②　Ｅ⑤
Ｆ①
ＧＨＩ全般
	[image: https://imacocollabo.or.jp/wp-content/uploads/2018/02/sdg_icon_03_ja-300x300.png][image: ]


	2－❼
	呼吸のはたらき
	

肺は筋肉ではないのに、なぜ収縮するのか、肺のつくりから気づかせる。
	生物はなぜ呼吸するのか？


運動すると呼吸が早くなる理由を考えさせる。
	

生きるとはどういうことかを考えさせる。
	Ｂ①　
Ｄ②③
Ｅ⑤　Ｆ⑤
ＧＨＩ全般
	[image: https://imacocollabo.or.jp/wp-content/uploads/2018/02/sdg_icon_03_ja-300x300.png]

	2－⑪
	血液のはたらき
	

ニワトリの心臓の解剖から左心房の筋肉の厚さに意味があることに気づかせる。
	

心臓のはたらきや、血液のはたらきについて考えさせる。
	心臓が運ぶもの


病気と闘うなど、健康を維持するためのはたらきについて気づかせる。
	Ａ⑤　Ｂ③
Ｃ②　Ｄ③
Ｅ⑤　Ｆ④
ＧＨＩ全般
	[image: https://imacocollabo.or.jp/wp-content/uploads/2018/02/sdg_icon_03_ja-300x300.png][image: ][image: ]


	2－⑫
	排出のはたらき
	

血液と尿の成分がほとんど同じであることに気づかせる。
	

血液成分と尿の成分との比較から腎臓の働きを考えさせる。
	不要なものは何？


ヒトの体に必要なものと不必要なものが何かを考えさせる。
	Ａ③　Ｂ④
Ｃ①　Ｄ②
Ｅ④　Ｆ④
Ｇ②　Ｈ⑤
Ｉ④
	[image: https://imacocollabo.or.jp/wp-content/uploads/2018/02/sdg_icon_03_ja-300x300.png][image: ][image: https://imacocollabo.or.jp/wp-content/uploads/2018/02/sdg_icon_06_ja-300x300.png]

	2－⑭
	神経のはたらき
	

ボールが飛んできた。君はとる？打つ？逃げる？

	判断はどのようにして行う？


刺激を受けて反応するまで
実験から考察させる。
	

脳のはたらき
「判断する」とはどのように行われているのかを考えさせる。
	Ａ③　Ｂ④
Ｃ①　Ｄ②
Ｅ④　Ｆ④
Ｇ②　Ｈ⑤
Ｉ④
	[image: https://imacocollabo.or.jp/wp-content/uploads/2018/02/sdg_icon_03_ja-300x300.png]

	3－❷
	セキツイ動物
	

既習事項からセキツイ動物についてまとめさせる。
	哺乳類はどのように進化した？


生活場所、子の育て方、体温の保持など意見を述べさせる。
	

動物の進化がどのようになされたのかを考えさせる。
	Ｅ⑤　Ｆ⑤
ＧＨＩ全般
	[image: https://imacocollabo.or.jp/wp-content/uploads/2018/02/sdg_icon_03_ja-300x300.png]

	3－❻
	無セキツイ動物
	

軟体動物の解剖から進化を考えさせる。

	

無脊椎動物とセキツイ動物との違いから進化を考えさせる。
	生物の進化とは？①


生物とは？生きるとは？について考えさせる。
	Ａ⑤　Ｂ④
Ｃ①　Ｄ⑤
Ｅ④⑤　
ＧＨＩ全般
	[image: https://imacocollabo.or.jp/wp-content/uploads/2018/02/sdg_icon_03_ja-300x300.png]

	まとめ❷
	動物の分類
単元のまとめ
	生きるとは？


生きるためには、肉体的健康か、精神的健康か？

	

ディベートで肉体派と精神派に分かれて討論する
	

SDGｓ達成のために必要なことに気づかせる。
	Ａ⑤　Ｂ④
Ｃ①　Ｄ⑤
Ｅ④⑤　
ＧＨＩ全般
	[image: ]


５　他との関連
　3年理科「生命の連続性」「地球と私たちの未来のために」
　2年保健体育「環境・健康について学ぶ」「障害の防止と応急処置について学ぶ」

６　生徒の評価
　右に示すルーブリック評価は、令和元年度（2019年度）の2年生によるルーブリックのチャートグラフである。表現力が他の観点より低い。
ただ、教師と生徒の間の対話は多く行い、聞く力、批判的な思考力を養っていたことが、うかがえる。本単元では、実験、演示実験、2回の解剖実験、調べ学習と班活動を組み込み主体性を養った。
　さらに、令和２年度（2020年度）の2年生では、エッセンシャル・クエスチョン「生きるとは？」を導入時から投げかけ、からだの仕組みと働き、動物の分類、解剖実験を実施する中で、以下のような自己評価をする生徒が見られるようになった。
[image: ]・生物の発表会の時に、友達の発表と自分の考えを照らし合わせ、「生きることの素晴らしさ」や「意義」を考えることができました。友達の発表を聞き、もっと詳しく生物の生態について知りたいと思いました！！
・生物の体のつくりや、優れている器官について知るだけでなく人間と比較をし、何のためにその器官が発達しているのか、表面のことで気でなく、奥深いことにも目を向けられるようになりました。










[image: ]
・解剖では実際に目で見たり触れないとわからないような新しい発見がたくさんありました。だからこそたくさん学びを与えてくれた命に感謝して、実験を行いました。セキツイ動物と無セキツイ動物の発表では、しっかりと準備をして紙芝居を作り、わかりやすく実のある発表をするために頑張りました。








・肉体派か精神派かで議論をしたときに、以前だったらみんなの発表を聞いているだけだと思いますが、しっかりと自分の考えをもって、積極的に発言できるようになったと思います。また、自分とは違う考えも大切にして、自分の考えをさらに良く、広げることができるようになりました。（以下省略）





７　次への課題
生物からみた「生きるとは？」というエッセンシャル・クイスチョンを考える、話合いや協働作業を通して、ＳＤＧs１７「パートナーシップで目標を達成しよう」の実践化の意欲や　３「健康と福祉」からみた、生命の尊厳に対する学びは深まったと考える。
[bookmark: _GoBack]中学校理科生物分野では、１年植物、２年動物、３年生物とのつながりと系統的な学びが形成されており、地球的な課題である、気候変動やエネルギー問題、地球環境の変異、さらには命をどうとらえるか倫理的な観点でも生徒の揺さぶりをかける課題が多いところである。生徒は身近な問題を科学的に吟味し、正しい情報をどのように選択し活用していくか、まさに思考力、判断力、コミュニケーション力を必要とする分野である。ここで培った力が、他の分野、理科では物理分野の情報処理能力や、化学分野の現象から法則性を見出す力、幅広い分野の地学分野における地質、気象、宇宙へ応用され、知識や思考が広がるように結び付けられるかどうかが、課題である。
1年理科植物	批判力	多面的総合的	判断力	発想力	表現力	聞き取る力	参加	協力	つながり	4.6326530612244898	4.2448979591836737	3.9183673469387754	3.8571428571428572	3.6122448979591835	4.6734693877551017	4.3673469387755102	4.2448979591836737	4.3877551020408161	image4.png
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